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どんな気持ちで臨んだらいいの？

4

アイデア ・ コメントの蓄積

発表で妥当性を確認 ネットワークを構築

学会で
卒論、ビジネス報告の
方向性を見定めよう！



目次

ポスター発表に挑戦！

本格発表に挑戦！

どんな気持ちで臨んだらいいの？

研究は「なぜ？」から

付録



先ず観察しよう！
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ひとつのことに
どっぷり
浸かって観察

興味深い所を
みつけよう



興味深いことがあって…

7

「何故？」に
置き換えよう

それが常識と
違っていたら



テーマが見えてきます

8

なぜAKB48の
人気は衰えないの？

「なぜ？」を導出したり、
応えたりすることが

研究です。
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「なぜ？」に応えるために①

グループ化したり、
概念化したりすることで
異質性を探します。

既存Gｒ系：音楽活動

AKB48系：音楽活動、総選挙

異質性
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「なぜ？」に応えるために②

理由 AKB48

総選挙

異質性について
説明可能な理由を探し、

「何故」に応えます。
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ポスター発表に初挑戦！
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１ 背景
常識(先行研究)と比較しリサーチクェスチョンを導く

２ 分析方法
リサーチクエスチョンに適した分析概念・方法を記す

３ 結果
リサーチクエスチョンに応える結果を記す

４ 考察
なぜそうなるのか、理論的な解釈を記す

５ 貢献
得られた成果は学術/社会にいかに貢献するのか記す

６ 引用文献
拠り所とした先行研究や常識の出展を記す



このデータからどんなポスター発表が？
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乃木坂46
AKB48
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本格的発表の作法

15

1 研究背景

2 先行研究

3 リサーチクエスチョン

4 事例紹介

5 分析方法

6 分析結果

7 考察

8 限界

9 結論

10 引用文献

学術面＋実践面

実務論文

社会的常識

実践面

学術論文

学術的常識



ピラミッド構造で考えよう
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ピラミッド構造で考えよう

結論

発表では
結論が大切



具体例でピラミッド構造を確認しよう(1/2)

17

1．はじめに
（なぜを提示）

2．先行研究
（常識と比較）

4．事例紹介
（公知事実）

3．リサーチクエスチョン
（「なぜ」でゴール設定）

5．分析方法
（RQに適した）

強運か、戦略か、
AKB48の人気は
なぜ衰えない

イノベーションの
普及理論と
少し違う挙動

既存Grとは違う、
身近なアイドル、
握手会、総選挙

「なぜ、AKB48の
人気は衰えない
のか？」

AKB48検索推移
総選挙検索推移

結論
秋元さんはイノベーション
戦略を実行している



具体例でピラミッド構造を確認しよう(2/2)
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6. 分析結果
（客観事実）

7. 考察
（理論で説明）

9．結論
（強調）

8．限界
（今後の課題）

10．引用文献
（拠り所）

タイミングを
見計らって
総選挙を導入

イノベーションの
普及パタンを
考慮した戦略

秋元さんは
イノベーション戦略を
実行している

イノベーション普及
理論、定量分析
のみで検討している

イノベーション
普及理論

結論
秋元さんはイノベーション
戦略を実行している

発表では結論が大切。
ピラミッド構造で考えよう
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はじめに
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背景とともに問題意識を記す
「なぜ」を導く。

研究対象を記す
議論に適していることも明らかにする。

キーワードの定義を記す
例）本稿において、ソーシャル・イノベーション

とは…と定義する。
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論文の展開において鍵となる概念の
学術研究を時系列に記す。

それらの限界について記す。

分析概念に関わる学術研究を
時系列に記す。

以上から自分の研究の意義を記す。

先行研究
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問題意識から導かれたリサーチ
クエスチョン（「なぜ？」）を記す。

研究対象に対する具体的仮説を
設けることもある。

リサーチクエスチョン
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新聞、専門誌、有識者の意見などを
もとに公知の事実を記す。

事例紹介
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分析順に従い、端的にその方法を記す。

分析方法
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分析順に従い、客観的に得られた
結果を述べる。

-A 分析結果
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仮説が妥当と解釈されたか、
棄却されたかを記す。

-B 仮説検証結果仮説がある場合
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リサーチクェスチョン・仮説を踏まえ、
先行研究概念との違いを比較し、
議論する。

→以上を眺め、
研究の独創的な点を記す。

考察
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自身の研究は、限られた側面からの
分析であることを述べ、足りない面を
指摘する。

限界
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どう議論を進めてきたか要約を記す。

問題意識に基づく研究結果から
導かれた主張を記す。

結論
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指定された書式に従い、
引用した文献をリスト化する。

引用文献



練習問題

31

出典：https://girlswalker.com/tgc/shizuoka/2020/about/ 出典： https://girlswalker.com/tgc/18aw/

違いを見つけよう！
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大項目17

出典：https://www.kantei.go.jp/jp/singi/sousei/meeting/top_seminar/h30-01-18-shiryou4.pdf


